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英語 の 二 重 目的語構造 に お け る直接 目的語

　　　　　　　省略可能性 に つ い て

吉 田 正 治

1

　Eat
，
　drink の よ うな unspecified 　object を取 り得 る 他動詞 を 除 き ，

一 般 に

他動詞 が直接 目的語を要求す る こ とは つ ぎに 示す通 りで あ る 。

　 1）　 a　John 　murdered 　the　 girL

　 　 　 b 射John 　murdered ．

　2）　 a 　John 　enjoye （l　the　par七y ．

　　　bacJohn 　 enjoyed ．

こ の 観点 か ら ， い わ ゆ る 二 重 目的語を取 る動詞群 を再検討 して み る と， 直接 目

的語省 略可 能 性 に関 して か な り興 味深 い 統語 的 事実 が あ る こ とが わ か る 。 そ こ

で こ の 小論 で は ， 上 の 事実は 単 に 統語 的性質を 表 わ して い る の で は な く ， 深 く

意 味論 と かか わ りあ っ て い る こ とを 明 らか に し ，
つ ぎ に write とい う，

こ の 観

点 か ら眺 め る と特異 な 動 詞に 関 して ， ア メ リカ語法 の 現状を報告 す る こ とに し

た い 。

　二 重 目的語 を取 る 動詞 は ，
Fi皿more （1965） に よ れ ば ，

　 A ） give，
　 hand

，

lend
，
　 offer

，
　 send

，
　 show ．．．の よ うに 深層構造 に 前置詞 to を従え る もの と，

B ）build
，
　buy

，
　choose

，
　get，

　leave
，
　make ．．．の よ うに 前置詞 forを従 え る も

の に大別 され る
1

。
A ），

B ）両群 と も， と もに 他動詞 で あ る とい う性質上 目的語

を 要求 する こ とに は 変 わ りが な い が ，

一般 の 他動詞 と異 な る点 は ， 間接 目的語

は 必ず しも必須 の 要素 で は な い とい う点 で ある 。

　3）　 a 　John 　 gave 　a 　book 七〇 his　brother．

　　　b　John　gave 　his　brother　a　book．

　　　c　 John　gave 　a　book．

　　　d柴 John　 gave 　to　his　brother．

　 　 　ew 　John 　 gave 　his　brother．

　4）　a 　To 皿 bough 七aha 七for　his　sister ．

　　　b　Tom 　bought 　his　sister 　a 　hat．
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　 　　c　Tom 　bough 七aha 七．

　 　　d 砦 Tom 　bought　for　his　 sister ．

　　　e　曇 Tom 　bought　his　sis七er ．

と くに ，
こ の 事実は ，

B ）群の すべ て の 場合に あて は ま り，
つ ぎ に 示 す よ うに

直接 目的語が省略 され る可 能 性 が全 くな い 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2　 　 　 2　 　 　 2

　5）　aw 　John　built　（chose ， 喜ot
，
　Ief七

，
　Inade ， ．・・）his　sis七er ・

　こ れ に 反 して ，
A ）群 の 中 に は ， 上 記 の 原 則 に 反する と思 われ る動詞があ る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3

すな わ ち， pay ，
　teach

，
　tellな どは ， 原則的に ， 間接 目的語 の みな らず ， 直接

目的語 まで もい ず れか
一 方残 っ て い る限 り ， 省 略 さ れ得 る 。

　6） aWe
’

ve 　already 　paid　the　bill．

　　　bWe ’

ve 　already 　paid　the　salesman ．

　7）　a　He 　taught　English．

　 　　b　He 　taught　 small 　 children ．

　8）　a　She　told　s 七hetory．

　 　 　 b　 She　told　her　 mother ．

こ こ で ， 当然 の こ とな が ら， な ぜ 二 重 目的語構造 を持 つ 大 部分 の 動 詞 が ， 他

の 他動詞 と同様 ， 直接 目的語 を必須 の 要素 と して 要求す るの に 対 して ， pay ，

teach，　 tellな どは ， そ の省略を許す の か とい う疑 問 が湧 い て 来 る。
3）4）と

6）7）8）を比較 して 直感 的 に思 い 浮ぶ 解決案は ，
A ）B ）に 属する大部分 の 動

詞 の 場合 ， 直接 目的語 が省 略 され る と ， 英語 に は直接 ・ 間接を 区別す る明白な

case 　 marker が ない こ と と， 動詞 の直後 の位 置が 直接 目的語 の 占め る典 型 的

な位 置で あ る ため に ， 構造変化 を起 こ し， 間接 目的語 が直接 目的語 と して re ・

analyze さ れ て しま い ， 適切 な 意 味解釈が阻 害 され るた め ， とい う考 え方 で あ

る 。 例 え ば ， （3e）の his　brother と （4e）の his　sister は ， それぞ れ の 文

に お い て 直接 目的 語 と して しか解 釈 さ れ な い 故 に ，
こ れ らの 文 は 非文 法的 な文

に な っ て しま う と考 え る の で あ る 。 も ちろん ， ジ ョ ン が弟を誰 か に くれ て や っ

た り， トム が 誰か らか 女 を 金 で 買 い
， そ れ を妹 に した とい う解 釈 が可 能 な らば ，

そ の 意 味で ，
こ れ らの 文 は容認可能な 文 とな ろ う。 重要 な点 は ，

二 重 目的語 構

造 を 従え る 大部分の 動詞 は 直接 目的語 が省 略 され る と ， 残 され た 名詞句は 間接

目的語 の 機能 を保持 で きな い と い うこ とで ある 。 こ の こ とは ，
つ ぎの よ うに ，

　 9） aWe 　chose 　him （as 　oul ”represen 七ative ）．

　 　 　 b　 He 　left　 her ．

　 　 　 cWesaved 　 him ．

　　　 dWe 　sent 　him （to　help 七hem ）．
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意 昧解釈上 不 臼然さが全 くな い 場合 ， よ り一層 明 らか とな り ， 動詞 の 直後 に来

る名 詞句が直接 目的語 として 解釈 さ れ る とい う事実 には全 く議 論の 余地 が ない

と思われる 。

　 こ れ に 反 して ，
6b） 7b） 8b） が認 め られ る とい うこ とは ，

七he　 salesman
，

small 　children
，
　her　 mother が そ れ ぞ れ の 文 に お い て 間接 目的語の 機能を依

然 と して 保持 して い る
4
とい うこ とを意 味す る 。 しか し， 単 に そ れ らが 間接 目的

語 と して 機能 して い る とい うこ とだ けで は 先の 疑問 に 答 え た こ とに な らな い 。

説 明 しな けれ ば な らな い の は ， な ぜ 動詞の 直後の 位 置が 直接 目的語 の 位置で あ

る の に ，
こ れ らの 名詞句 が問接 目的語で い られ るか ， とい うこ とで あ る 。

　 こ れ に答え る ため に ， pay ，
　teach

，
　tel1な どの 動詞 の 意 味構造 を考 え る と，

そ れ が直接 目的 語 の 省略 可能性 に 関 して ， かな り決定的な 役割を果 して い る こ

とが わ か る 。 換言すれ ば ， そ れ らの 動詞の 意 味構造 は ， 程度 の 差 こ そ あれ， 直

接 目的 語 の 意味を包 含 して い る と言え る 。 少 く とも ， こ れ らの 動詞 は ， give

や make よ りも直接 目的語 と して 取 り得 る名詞句 の 範囲が遙 か に狭 い とい う

こ とだ けは 言 え そ うで ある 。

　 典型 的な例 と して ， pay を考 えて み よ う 。 こ の 動詞の 直接 目的語は何 らか の

意 味で 金 を示 す もの で あ る 。 給 料で あれ ， 代金 で あれ ， 予約金で あれ ， は た ま

た 借金で あれ ， 罰金で あ れ ， すべ て 金 を表わ して い る こ とに は変わ りが な い 。

従 っ て ， 話者が 支払 う金 の 種類 （例え ば給料 ， 借 金 な ど）を 明示 す る必 要を感

じず に ， 支払 う相 手だ け を 問題 に す る ときは ， 直接 目的語 （すな わ ち金） は ，

こ の 動詞 の 意 味構造 か ら自動的に　imply　さ れ るた めに ， い わ ば redundant

に感 じ られ ， そ の 結 果 ， 省 略 され る もの と考え られ る 。
つ ま り ， 筆者 は ， 直 接

目的語 の 省略可 能性 は ， こ の よ う な 語い 上の 意味的余剰性 に よ っ て 決定 され

る ， と主 張 した い の で あ る。

　 ほ ぼ 同様な こ とか 七each や tellに も言 え る
5

。 すな わ ち，
こ れ らの 動詞 の 意

味 構造 に は ， そ れぞ れ gi▽ e　instruction　on ，
　 give 　informa七ion　abou 七 が あ

り， 従 っ て すで に 語 い 的 に直接 目 的語が含 ま れて い るた め に ， い わゆ る 直 接 目

的語を 明示す る必 要 は必 ず しもな い 。 7b）， 8b）は そ れ ぞ れ ins七ruction な り，

information な りを 与え る対 象 が smaU 　children で あ り ，
　 her　mo 七her で あ

っ た と主張 す る文で あ る 。 もちろ ん ，
こ れ らの 動詞が 表層構造 に 直接 目的語 を

伴 っ て い て もよ い 。 そ れ は ， そ れぞ れ instruction
，
　 information の 内容を 明

確 に す る働 きを する か らで あ る 。 ち ょ うど ， pay が 表層 の 直接 目的語 を伴 う場

合 に ， 支払 う金 の 種類 を 明確に す る の と 同断で あ る 。

　こ の 語 い上 の 意味的余剰 性 とい う概念 は ， 何 に も上 記 の よ うな動詞 の 直接 目
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，　 eat

，　 breathe・ inha且e ・

exhale ，
　ride ，

　read
，
　write

，
　sew

，
　shave

，
　spit

，
　 win ＿ な ど の 動詞 が形 態 論的

に 同 じ形式を有 しなが ら， なぜ 自動詞 と して も他動詞 と して も使 え るか の 説 明

を提供 して くれ る 。 例え ば eat は ， 直接 目的語 と して food に 相当 す る語 を

包含 して い るた め に ， 直接 目的語 の 種類 （例え ば ， 肉とか野粟な ど）を明示 す

る必要 が な い と きは ， 省略 され ， 自動詞 と して 使わ れ るの で あ る 。

　こ の よ うな観点か ら ， pay ， 七each ，
七ell を眺めて み る と，

こ れ らの 動詞 は ，

すで に 述 べ た よ うに そ の 意味構造 の 中に 直接目的藷を持 っ て い る は ず だ か ら ，

そ れ 自体 自立で きる 自動詞的な 性格を持 たね ば な らない こ とに な る 。 事実 ，
つ

ぎの よ うに ，
こ れ らの 動詞 に は 自動詞的な 用法が存在す る 。

　10）　a　You　have　to　pay 　for　the　damage ．

　　　 bShe 　taught　in　junior　high　schools ．

　　　 cYou 　can
’t　always 七ell　with 　a　prema 七ure 　baby ．

　さて ，
こ こ で 問題に な る の は ，

read が二 重 目的語を従え た とき， 上記 の 仮説

の反例 とな る の で は な い か と思 わ れ る こ とで ある 。 すで に 述 べ た よ うに　read

も pay な どと同様 に直接目的語 （す な わ ち　something 　 written ，　 prin七ed

etc ．） を意 味構造 の 中に 持 っ て い る と考 え られ るに もかか わ らず
6

，
つ ぎの よ う

に ，

　11） aJohn 　rea 〔l　the　letter　to ］M【ary ・

　　　 b　John　 read 　Mary 　the　letter．

　 　 　 c　 Jolln　 read 　the　Ie七七er ．

　　　 d管 John　 read 　Mary ．

　　　 e果　John　read 　to　Mary ．

直接 目的 語 の 省略を許 さ な い か らで ある 。 しか し， 注意 した い の は ， 読 む とい

う行為 は ， 読む 材料 （直接 目的語 とな っ て 現 わ れ る）は 必要 な もの の ， 読 ん で

聞か せ る相手は普通 必要 が な い とい う こ とで あ る 。 言 い か え れ ば ，
read は本

質 的に こ の 動詞 の 主語 に な る もの の 個入 的な 行為 を表 わ す と言 え る。
こ れ に 対

して ， pay ，
七each

，
　tellは ， 表層構造 に現 われ る か ど うか は別 に して ， 常 に 相

手の 存 在が 意識 さ れ る 。
つ ま り， 金 を支払 う相手 ， 何 か を教 え る相手 ， 何 か に

つ い て 情報 を与 え る相手 が必 要 に な る 。 こ の 意 味で ，
こ れ らの 動詞 は対入 的 な

行為 を表わ す動 詞 と言 え る
7

。 そ れ故 ，
6b），

7b），
8b）が 認め られ る の に ，

11d ）

は 認 め られ な い
6

。

　 こ れ まで 直接 目的語が 動詞の 意 味構造 の 中に 含 ま れ る場合 ， そ れ が省略 され

得 る こ とを語い 上 の 意 味的余剰性に よ っ て 説 明して きた
9
が ， 文脈

1°
に よ っ て
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明示 され た 場合 も ， 同様 な現 象が起 こ るか ど うか検 討 して み る こ と も興 味あ る

こ とで あ る 。

一 見 上 の 議 論を拡張 し採用すれば ， 文脈 に よ っ て 直接 目的語が

明 らか な場合も， 伝 え る べ き意 味情報か ら考 え る と，
こ れ も redundant に な

る の で ， 省略が可能で は な い か とい う予測が成立 す る が ，
つ ぎに 見 る よ うに実

際はそ うで は な い 。

　12）　A ；
“ To　whom 　did　you 　 give　the　 watch ？

”

　　　 B ： a 静
‘ ‘Igave 　Tom ．

”

　 　 　 　 　 b＋

　
“ I　gave 七〇　Tom ．

”

　 　　　 　 C　
a‘Igave 　itto　Tom ．

”

　13）　A ：
“ For　whom 　did　you　buy　a　dress？”

　　　 B ： a 菅 “ Ibought 　my 　daughter．’

　　　　　 bde“I　bought　for　my 　daughter．”

　　　　　 c　
‘‘I　bought　it　for　my 　daughter7’

上 の 事実は文脈 に よ る意 味的余剰性 が ， 英語 の 二 重 目的語構造 を取 る 動詞の 直

接 目的省略可 能性 に関 して 何 の 影 響 も与 えな い こ とを示 す もの で あ る
11

。 もち

ろ ん ， 語 い 上 の 意味的余剰性 を持 つ 動詞 に 関 して は ， 文脈 か ら目的語 が 明 らか

な場合 も， 当然予想 さ れ る よ うに ， そ の 省略可能性 に 変 わ りが な い 。

　14） A ：
“ To　whom 　did　you　pay　the　money ？

”

　　　 B ：　a 　
‘‘Ipaid 　Tom ！

　 　　　 　 b　
“ Ipaid 　 it　to　Tom ．

”

　　　　　 ぴ
“ Ipaid −−to　 Tom ！

’

　語 い 上 の 意味的余剰性 と文脈 に よ るそ れ が統 語的な差異 に な っ て 現 わ れ る の

は 英語特有 の 統語的特徴 の よ うで ある
12

。 例え ば ，
つ ぎの 日本文

　14） a 　彼 に あ げま した 。

　　　 b 彼に 教えま した 。

は 文 法的 に言 っ て 全 く差 異が な い 。 われ わ れ が 14）の 文 を普通 に 解釈 す る と

き ， 話者 も聞き手 もそ の 目的語 が何んで ある か 知 っ て い る と い う前提 に 立 つ
。

換言すれ ば ， 文脈 に よ っ て 直 接 日的 語 を知 る こ とが で き ， しか も， 直接 目的語

と間接 目的 語 を 表わ す case 　 marker が 異 な る た め に ，
14）の よ うに ， 例 え直

接 目的 語 が脱落 して も構造変化 を起 こ す こ とは な く， 従 っ て 間 接 目的語 は そ の

本来の 機能 を失 うこ とは 決 して な い 。 ほ ぼ 同様な 現象 が ロ シ ヤ 語 ，
ペ ル シ ャ

語 ，
ス ペ イ ン 語 ， ア ラ ビ ア 語 ，

ペ ル ー
の 土 着語 の

一 つ で あ るケ チ ワ語 など に 見

られ ， 文脈 に よ っ て 直 接 目的 語 を補 え る場合 は ， give 型 ，
　 buy 型 ，

　 pay 型 を

問わず直接 目的語 が省 略され得 る ら しい 。
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　 こ こ で 興 味あ る こ とは ， 文 脈 に よ る意 味的余剰性が 直接 目的 語 省 略に 関係が

あ り， 語 い 上 の そ れ が関係が な い ， とい うこ とは考 え られな い とい うこ とで あ

る 。 言 い か える と ， 91ve 型 の 直接 目的語は省略可 能で あ る が ，
　 pay 型 の そ れ

は不可 能 で あ る よ うな言語 は 存在 しな い と言え る 。 なぜ な ら， pay 型 は そ れ 自

身 の 中に 目的語 を組 み入 れ て い る とい う意味で 自立 し得 る性質 を持 っ て い るの

に 対 し ， give 型 は 文脈 に 依存 して い る とい う意 味で 他立 せ ざ る を得な い か ら

で ある 。 従 っ て ， give 型 が直接 日的語 の 省 略を許 す な ら， 当然 pay 型 もそ れ

を許す とい うこ と に な る わ けで あ る 。 現在 ， 筆者 の 調査 した範囲 内で は ，
こ の

原則 に 反す ると思 われ る言語は な さそ うで あ る 。

2

　 さて ，
write とい う動詞は直接 目的語省 略 とい う観点 か ら見る と実に 興味深

い 。 ま ず ， そ の 意 味構造 か ら考 え る と， 当然 write は pay 型 に 属す る とい う

予測が 成 り立 つ が ， 事実 ，
つ ぎに 見 る よ うに ，

　 15） aJohn 　 wrote 　her　 a　letter．

　　 　 b　John 　 wrote 　 a 　Ietter．

　 　 　 c 　 John 　wrote 　 her．

　 　 　 d　 John 　 canno 七 read 　 and 　 write13 ．

完全 に pay 型 で ある 。 15c）は 直接 目的語が こ の 動詞 の 意味構造 の 中に 組み入

れ られ て い る た め に意 味的 に redundant に な り， そ の 結果省略 さ れ得 る こ と

を示 し， ま た そ の た め に ， 自動詞的 用法 も存在 す る こ とを 15d）が 示 して い る 。

　 こ の 動詞 の 特異な点は ， pay 型 の 動 詞が 直接 目的語が省略 され る と ， 前置詞

to を 伴 え な い の に 対 し，
つ ぎ の よ うに ，

　 to を保 持で きる こ とで あ る 。

　16）　 a　John　wrote 七〇 his　 mo 七her　once 　a　month ，

　　　 bsc− John　paid　to　the　landlady．

　　　 cw 　John 　is　teaching 七〇 children ．

　 　 　 d骨 John 　told　to　 me ．

な ぜ そ うな の か ， 現在 の と こ ろ ， 筆者 に は納得 の 行 く答 えを提 供 する こ とが で

きな い 。
OED に よれ ば ，

　 wri 七e　to　a　person の 方 が 歴 史的に 古い 用法 で ，

write 　a　person の 用例 が多 くな る の は 18世紀 の 後半か らで あ る と言 う。そ し

て ， 特 に イ ギ リ ス で は ，
こ の 用法は ， 現在 commercial また は colloquial で あ

る と い う こ と に な っ て い る 。 とすれ ば ， 言 語 の
一般化 に 向 う傾向か ら察 して ，

現 在 の write 　to　a　person ，
　write 　a 　person の 相拮抗 した状 態 か ら， や が て to

が脱落 し，
wri 七e 七〇 aperson は wri 七e　a　person に 吸収 され ，

　 pay 型 と全
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く同 じ統語的性質を示すよ うに な るか も知れない 。 事実 ， そ の 方 向を示唆す る

と思 われ る証 拠が ， わず か な が らあ る 。 そ れ に つ い て は後 に またふ れ る こ とに

す る 。

　 と こ ろで ， 日本の 英語 教育界 に おい て ， 「〜 に便 りをす る」 に 対す る英語 の

訳 語 が ，
aIe 七七er を 使わ な い 場 合 ， 殆 ん ど例外な く write 　to　a　person に な

っ て い る の は ど うして で あ ろ うか 。 因み に ， 手許 に ある 大修館の r新ス タ ン ダ

ー ド和英辞典』 （1964 版）の よ うな中和 英辞典 の み な らず ， 研究社 の 最近 改 定

され た 『新和 英 大辞典』 1974 版） ま で も， 用例は すべ て write 　to　a 　Person

型 を挙 げて い る だ けで ，
write 　a　p

，

erson 型 が な い 。 と こ ろが ， 面 白 い ， とい

うよ りも当 り前な の で あ ろ うが ， 英米 の英英辞典 を参 考 に す る英和辞典 に は ，

こ の 用例 が 載 っ て い る 。 少々 古 くな っ た研究社の 『新英和大辞典 』 （1957 版）

の wri 七e の 項 目に write 　a 　person の 用例は 見 当 らな い が ， 比 較的新 しい 辞

書に は write （七〇）aperSon とあ り， 研究社 の 「新英和 中辞典』 （1971 版）

や 旺 文社の 『英和 中辞 典』 （1976版 ）で は 「write 　a　person 型 は 米語 に 多 く，

英 国で は write 七〇 aperson 型 とす る こ とが多 い 」
14

と， 注 まで つ い て い る 。

こ の よ うな注は ，
ア メ リカ で は ，

write 　a　person 型 が 専 ら使 われ る とい う印

象 を与 え る 意 味で misleading で は あ るが ， 少 くと も，
こ の用 法を 不当に 無視

す る よ りは 遙か に よ い 。

　確 か に ， 筆者 の 調査 で も ， イ ギ リ ス で は to を伴 う型 が 好 まれ る よ うで あ る

が ， ア メ リカ で は ，
write 　a　person は write 　to　a　person　と全 く同程度 に

一 般に 容認 さ れ て い る 用法で あ る 。 筆者が 現在 聴講 して い る Univers弖ty　 of

California，　Los　Angeles の 言 語学科 と TE 　SL の 大学院の native 　speakers

約 30 人 に 聞い た と こ ろ ，

一
人残 らず ，

こ の 二 つ の 用 法 は正 用 法で あ る と言 っ

て お り， ど ち らの 表現 を 好む か とい う問い に対 して
一

様 に とま ど い を示 して い

た 。 中 に は ， 無意 識 に交換 して 使用 す る とい う学生 もい るほ ど で あ る 。

　こ れ ま で に 筆者が新 聞 。 雑誌 ・ 小説
5
な どか ら折 に ふ れて 集 め た 直接 目的 語

（aletter ）を省い た write の 用例が現 在 72 例ある が ， そ の 大 ざ っ ぱな 内訳 は

つ ぎの 通 りで あ る 。

17） A ） write 　to　 a 　persOll 型

　　 B ） write 　 a　person 型

　　 C ）　同…
人 物 が 同 じ手紙の 中 で A ），

B ）型 を 区別 せ ず に 交換

　　　 　　して 使 用 した 例

　　 D ） 直接 ・ 聞接 目的 語 ともに 省略 され た 例

　　　 　　 i）　 write 型

27例

19例

3例

7例
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　　　　　　 ii） write 　back 型 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 7例

　　　 E ） 他 の 動詞 と and に よ っ て 連 接 され た例

　　　　　　 i） wri 七e　and 　tell　you　tha七 S　　　　　　　　　　　　6例

　　　　　　 ii）　write 　you　back　and 七ell　you 　that　S　　　　　　　　2例

　　　　　　iii）　write 　to　her　and 　assure 　her　that　S　　　　　　　　1例

もち ろん ， 上 の 数字が こ の 用 例に 関 して 決定 的な意味を持 っ て い るな ど と言 う

つ もりは な い が ， 少 くと も， ア メ リカ英語で は write 　a 　person が 正 当 な生存

権 を要求 するだ けの 資格を持 っ て い る こ とだ けは示 して い る と思 う 。

　17　A
，
B ，

　C）に 関 して は ，
こ れ以上 何 も言 うこ とは な い が ，

17　D
，
E ）に つ い

て は，
write 七〇 aperSon は や が て Wri 七e　 a　person に吸収 され る だ ろ う，

とい う筆 者の 予 測 と関係が ある の で ， 少 し く用 例をあげな が ら注 を加え る こ と

にす る 。 まず ，
17D ）に つ い て 言 え ば ， 手紙を書 くとい う行為 は ， 本来，

一 人

称 と二 人称 とに か か わ り合 う行為で あ る 。 従 っ て ， 手紙を受 け取る者が
一人 称

か二 人称 の場合 ， 別 に 明示 しな くて も文脈 に よ っ て 間接 目的 語が何で あ る か理

解 される故 に 省 略され得 る ， と考 え られ る。事実 ， 筆 者 の 持 っ て い る用例 の う

ち， 間接 目的語 が 省 略され た 例は ，
つ ぎの よ うに ，

　18）　a　Do 　write 　soon
，
　my 　Xaviera．

　　　 b　I’

ve 　known 　qui 七e　 a　few　 girls　in　Reno ，
　but　I　could 　never 　get

　　 　 　　 them 　to　 writ θ．

　　　 cWhy 　I’

m 解 i伽 g ，
　besides　telling　 you 　I　loved　Youl’book，

　is

　　 　 　　 to　ask 　 a 　favor．

　　　 d　You 　will　understand 　my 　reason 　for　writing ．

　　　 e　If　you 　need 　anything
，
　you 　can 　 ca】1，

　write 　or 　simply 　come ・

すべ て
一

人 称 か二 人称 が省略され た場合で あ る 。
こ れは理 の 当然で あ っ て ， 仮

りに 三 人称 が省 略さ れ ，
こ れを復 元す る手が か りが な い 場合 ， 言語活動 の 生命

で あ る communicability が な くな っ て しま うか らで あ る 。 ま た 「返 事 を書 く」

場合 も同様で あ っ て ， 第三 者 に返 事を書 く以外は ， 間接 目的語が残 っ て い るの

が ， か え っ て 珍 しい く らい で あ る 。

　19） a 　Please　w γite　back　because　I，

m 　dying 　to　hear　from　you ．

　　　 b　So　 write 　bα ek 　if　this　 ever 　 gets　to　 you ・

　　　 c 　Ihope 　you 　will ω rite 　bαele　just　once ？

　　　 d　If　you 　ever 　write 　bαck 　personally ，　I　think　I　woul （i　fiip　out ．

　　　 e　Ihope 　 very 　 much 　that　 you　 will　 20Titθ back　 because　 I，

m

　　　　　 very 　interested　in　you 　and 　your 　line　of 　work ・
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　 17E ）に 関 して 注 目すべ きは ，
　 write が他の 動詞 （主 に verbs 　of 　saying ）

と and に よ っ て 結 ばれ る と，
こ こ で もまた ， 間接 目的語が省か れる傾向が見

られ る
16

とい うこ とで ある 。

　 20）　 a　Ijust 　wanted 　to　 write 　 and 　let　you 　know 　how 　I　feel　about

　 　 　 　 　 yOU ・

　　　 b　If　 you 　 would 　 write 　 and 　 give　 me 　 some 　 advice
，
　 I　 would 　 be

　　　　　 really 　graもeful，

　　　 c　If　you 　 would 　like　 me 　to　 meet 　 you ，
　just　 write 　back　 and 　 tell

　 　 　 　 　 皿 ewhen 　 and 　where ．

　　　 d　After　reading 　 your 　book
，
　I　wanted 　to　 write 　 and 　lay　i七 〇n

　 　 　 　 　 yOU ・

　　　 e　He 　 wrote 　 and 　 told　 her　 tha七 he　 was 　going　to　visit　her　in

　 　 　 　 　 Paris　 in　 summer ．

しか し，
17Ei）の 間接 目的 語 の 省略は 17D ） の そ れ とは 同 じ性質の もの で は

な い 。 な る ほ ど 20）の 大部分は
一

人称 か二 人称が間接目的 語に使 われ て い るた

め に 同 様 な議 論 がで きそ うに 見 え るが ， 三 人称 の her が間接 目的語 に 使 用 さ

れ て い る 20e）に 注意 して ほ しい 。 こ の 事実と ，
つ ぎの 文

　 21）　 He 　writes 　that　he　is　coming 　up 　to　Tokyo ．

が 手紙に 言及 して い る文 と解 釈 され る場合 ， 手紙 を 受け取 るの は話者以外に あ

り得 な い こ とを考え る と ， 上 の 聞接 目的語 の 脱落は ，
18） の 文 の よ うに prag −

matically に こ れ を復元 で き る とい う理 由で 起 っ た の で な い こ とは 明 らか で あ

る 。 ま た ，
20）が ，

　 22）　 a 　Come 　and 　see 　me ．

　　　 b　Go　 and 　 get　me 　 some 七hi皿 g 七〇 drink．

と同 じ派生構造を持 っ て い る と考え られ な い こ とは ，
wri 七e が何 の 副 詞 句 も伴

わず単 独で 使用 さ れ た場 合 ， 「手紙を書 く」 意 味に な らな い し，
20e）と同 じ意

味を伝 え るた め に

　23）　 a　He 　wrote 　to　her　and 　told　 her　tha七 he　 was 　 going 七〇 visi 七

　 　 　 　 　 her　in　Paris　in　summer ．

　　　 b　He 　wrote 　heT　and 七〇ld　her 七hat　he　 was 　 going 　 to　 visit 　 her

　　　　　 in　Paris　 in　 summer ．

が存 在す る こ とか ら も明 らか で あろ う
18

。

　20e） と 23a
，
　b） とが 同義で あ る とい うこ とは そ れ らが い わゆ る transfor−

mationally 　related で ある こ とを示唆す る もの で あ る 。 問題 は ，
20e）の 基底
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構造 が 23a）で あるか 23b ）で あるか で あ る 。 こ れ に 答え るた め に つ ぎの 文 を

見て ほ しい 。

　24）　a 　You 　can 　trust　and 　depend　on 　him ．

　　　 b　They 　made 　fun　of 　and 　bullied　the　poor 　boy．

Trust
，
　 make 　 fun　 of は 目的 語 を伴 わず に 自立 で きな い 以 上 ， 上 の 文 に お い

て ， そ れぞ れ の 動詞の 目的語は him で あ り，
　 the　poor　boy で あ る はずで あ

る 。 とい うこ とは ， 英語の 文法 の 中に ， 動詞 ＋ 前 置詞 ， 動詞 ＋ 名詞 ＋ 前置詞が

統語的 に も意味的に も一 つ の 他動詞 と同 じ働 きを 持 つ 場合 ， 他 の 他動詞 と and

に よ っ て 結 ばれ る こ とが 認 め られ て い る こ とを示す もの で ある 。 従 っ て ，
　wri ，te

七〇 は ，
つ ぎに 示 す よ うに ，

　25）　He 　was 　often 　written 　to　by　people　he　did　not 　know ．

一 つ の 他動 詞 と同 じ働 きを して い る の だか ら，
teU と and に 連結 さ れ る こ と

を 妨む もの は何 もな い はずな の に ， 実際は つ ぎに見 る よ うに 許 さ れな い 。

26） … h・ ｛鑑 ， t。｝・・d ・・ld　m ・ ・h・・ h・ w ・ ・ pl・一 ・・g ・・ v … t

　 Japan ．

・ ・f … w … d 離 ， ，。｝・・d ・… ・ s・m ・ ad ・・蜘 … d

be　very 　happy ．

上 の 事 実は 20e）の 基底構造 が 23b）で あ る こ とを示 して い る と言 っ て よ い で

あ ろ う 。

Write 　a 　person が write 　to　a　person と異 な っ た distributi。］1 を示 す

の は 上 の 場 合だ けで は ない 。

・手紙の 内容 を表 わす 不定 詞 句 ，
that 節 が続 い て

い る場合 も前置詞 to を伴わ な い こ とは ，
つ ぎ に 示す通 りで あ る。

27） ・ H ・ w ・… 隠譜臨 ，。｝・… m ・ up ・・ N ・wY ・ …

・ H ・ w ・・七・ ・ 臨 ，｝・h・・ h… 9 ・・・ ・ ・… av … ere ・

しか し， 一ヒの 文 の 非文 法性 を 英語の 文法の 中に ， 不定 詞及 び tha七 節 の 前の 名

詞 句 は 前 置詞 を伴 っ て は な らな い ， とい うよ うな制 限 を設 けて 説 明 しよ う と し

て も役 に立 た な い こ とは つ ぎ に示す通 りで ある 。

　28）　 a　Can ’t　I　prevail　upon 　you 　七〇　have　ano 七her　helplng　of 　p且e ？

　　　 b　He 　expl αineel　to　us 　 tha七 it　would 　be　necessary 七〇 carry 　the

　　　　　 plan　 out 　by　 all　 meanS ．
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なぜ こ の よ うな現 象が 起 こ る の か現在 の と こ ろ 筆者 に は 分 らな い 。 しか し， 筆

者 の 予測 に と っ て 重要な こ とは ，
write 　 a　person 型は そ の 現われ る環境に 制

限 がな い の に対 し， write 　to　a　person 型 は ， 上 述の 如 く， か な り厳 しい 制

限が ある と い う こ とで あ る 。 こ れを言 語習得 ，
ひ い て は 使用の 観点か ら述べ る

と ， 言 語を習得 しつ つ あ る者 ， 或 い は使 用 者 は ， そ の 使 用範 囲 に 制 限の あ る 型

を選 ぶ よ りは 制限 の な い ，

一般 的 な形 態 を好む の で はな い か と言 え な く も な

い
。

こ の よ うな主張 は あな が ち根拠の な い 議論 とは思 えな い し， 筆者が ， 後者

が 前者 に やが て 吸収 され る方 向に あ る こ とを示 す証 拠 が わず か なが らあ る と言

っ たの も， ま さに こ の 意味に お い て で あ っ た 。

　以上 ， 英 語 の 二 重 目的語構造 に お い て 直接 目的語の 省略可能性は ， 語 い 上 の

意味的余剰性 　　そ の 動詞の 意味構造 に直接 目的 語が 包含 され て い る
一

に か

か っ て お り ， 文脈 に よ る意 味的余剰性が こ の 現象に 関係が な い の は英語の 統語

的特徴で あ る こ とを 明 ら か に した 。 さ らに直接 目的 語省 略 とい う観点 か ら眺 め

て 特異な 行動を示 す write に関 して ， ア メ リカ語 法の 現状 を報告 し ，
　w 「ite　to

aPerson は や が て write 　a　Person に 吸収 され る と思 え る根拠 を述べ た 。

（1977．5）

　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　 注

1．　 ask や envy もつ ぎの よ うに

　　a ）　 They 　asked 　me 　a　question．

　　b）　Ienvy 　you 　your 　good　 for七une ．

表層 的 には 二 重 目的語構造 を取 るが ， 深層構造 に to ま た は for を取 らない の で
，

こ れ

もまた Fillmore （1965） に 従 っ て ， 今回の 論考の 対象 と しない こ と にす る 。 た だ ， 両
動 詞と も，

　 　c ） 1’ll　ask 　him 　later．

　　d） Ienvy 　you ．

の よ うに ， 直接 目的語の 省略を許す の で 後に また触れ る こ とに す る 。 な お ， ask に 関 し

て は

　　e ）？　They 　 asked 　 a　question　of 　me ．

の よ うに 前 置詞 of を 伴 う構文 は ，
　 P ．　Schachter （1977 年 の 講義） に よ れば ， 現 在で は

hardly 　acceptable で あ る とい う。 そ して ， 講義 に 出て い た native 　speakers も同意

見で あ っ た 。

2．　 しか し ，
こ れ らの動詞 が初めか ら his　sister を直接 目的語 と して い る場合は ， 言 う

まで もな く話 は 別で ， 文法的 に正 しい し ， 当然 ， 二 重 目的語 構造 で もな い 。 本文 の 9）の

各文参照 。

3．　 こ れ らの 動詞 が A ）群に 属す る と思 われ る証拠は つ ぎ の 通 り。

　（1〕 まず ， 前置詞 七〇 を伴 う こ と 。

　　a ） 1，ll　pay 七he　ren 七 to　the　manager 　tomorrow ．
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　　b）　He 　taught 　English　to　small 　children ．

　　c）　John 　told　the　story 七〇 Jane．

　（2）　こ の グル ープに 属す る他の 動詞 が ， 間接 目的語の 関係代名詞化及び wh −question

の変形 を拒 否す る が ，
こ れ らの 動詞 も 七each の 場合は多少異な る が ， ま た同様な統語 的

特徴を示す 。

＊ d）
？？e）

　 f）

？9）
＊h）

？i）

The 　guy 　I　paid　the　bill　looked　like　an 　Italian．

Who （m ） did　you 　pay 　the　bM ？

The 　man 　I　taught　English　in　Japan 　is　now 　president　 of 　 a　big

co 皿 pany 。

Who （m ） did　you 　teach　English ？

Jane
，
　whom 　John 　told　the　story ，　was 　the　very 　woman 　behind　the

　cene 　

Who （m ）did　John 　tell　the 　story ？

4． 奇妙な こ と に ， 直接 目的語 が省略さ れ ると間接 目的語 も関係詞 化 ，
wh −question の

変形 を拒否 しな い よ うで あ る 。

　　a ）　The 　manager 　I　paid　said 七hat　there　was 　a 　mistake 　in　the　bill．

　　b） Who （m ）did　you　pay ？

こ の 事実は ， 変形規則の 適用 の順 序 と い う概 念 に疑問を投げかけ るこ とに な る か も知

れ ない 。 な ぜ な ら ，
Filmore （1965）に よれ ば ，　wh −question 変形は dative　 move −

ment 変形 よ りも前に 適用 さ れ る こ とに な っ て い るか らで あ る 。

5．　同様な議論 が ，
ask

，
　enVy などに つ い て も可能で あ る 。 す なわ ち ，

つ ぎの 文

　　a ）　 1，ll　ask 　him ・

　　 b）　 Ienvy 　you ．

が可能な理 由は ，
そ れぞ れ の 動詞 の 意 味構造 の 中に 直 接 目 的 語 （ask ： aquestion

，

envy ： envy ）が包含 されて い るため と考え られ る 。

6． 従 っ て ，
read も ， い わゆる unspecified 　objec 七 を持 っ て い る と言え るわ けで あ

る 。

　He 　reads （some 七hing）in　bed　for　an 　hour 　before　he　goes 　to　sleep ．

7． 二 重 口的語構造を取 る大部分の 動詞 は ， 間接 目的語 に　［＋ human ］ （少 な くとも

［＋ animate ］） と い う意 味素性を要求す る こ とに 注意　（Emonds （1976，　p．80））っ ぎ

の 例参照。

　　 a）
＊　John　bought 七he　hat　a 　l）ook 。

　　 b）
’
＊　John 　told 七he 七ree 　a 　story ・

8． Write に つ い て も同様な こ とが 言え そ うに 見え る が ， 後 に ふ れ る よ うに ，手紙を書

くと い う対人 的 な行為を表わす性質 もあ るため に ， そ の後に ［＋ human ］を表わ す名詞

句を伴 う こ とが で き る 。

　　 John 　wri 七es 　his　mother 　once 　a 　mon 七h．

9． 筆者の 仮説 の 強力な 反証 に な る と思 われ る の は つ ぎの 例で あ る。

　　 Idon ，t　have 　to　show 　you ．

Show は直接 目的語と して 取 り得 る名詞旬の性質に ほ とん ど何 の 制限 もな い と思わ れ る

か らで あ る 。 現在の と こ ろ ，
こ の事実を ど う説 明 して よ い か分 らな い 。

10． こ こ で 言 う文脈 とは代 名詞 ・ 助動詞 な ど に 見 られ る anaphora 現 象の よ うな言語的

文脈 だ けで な く ， 直接 指示 の よ うな物理 的な 文脈 を も含め て 言 う こ と にす る 。

11．文脈 上 の 意 味余剰性に よ っ て 直接 目的語 が省略 され た と思 われ る唯
一の 場合は ， 薬・

化粧品 などに つ い て の 使用 法 ・ そ の 他の掲示 ・指示 に 見 られ る表現で あ る 。
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a ）

｛黜 … P・n … ア の 黝

　　b） Re七um 七〇 Roo 皿 2．　 （本の 返却）

　　c） Use 　after 　cleansing 　to　refresh 　and 　stimulate 　the　skin ．　 （化粧品）
　　d） Do　not 　use 　in　the　eye ．　 （薬）

　なおつ ぎ の よ うな
“

elliptical 　construction
”

も認 め られ る が ， 省略され る の は直接
目的語だけで は な い こ とに 注意 。

　　 e ）　To 　Tom ． （To 　whom 　did　you 　give　the　book ？）

　　f） On 七he　table． （Where 　did　you　pu七 your 　bag？）
12．しか し， 英語と 同じよ うに case 　marker を持 たず ， 語順 が 固定 して い る言語の場
合は 1司様な現象 が見 られ て も不思 議は な い 。 UCI ・A の TESL に 所属 して い る ポ ル ト

ガ ル の na 七ive　speaker に よ る と ，
こ の 言語 も英語 と全 く同様な 特徴を示す とい う。

13． こ の 動詞 の 特 異な点 は ， 文脈に よ っ て 手紙 の 相手が分 る場合 ， そ れす ら省か れ ると

い うこ とで ある 。

　　 a ）　Do 　you 七hink　he　would 　be　happy 　if　I　wro 七e 　back ？

　　b）　His　wife 　remains 　in　London ； so　he　wri 七es 　a 七 Ieast　once 　a　month ．

な お ， 本文 の 18）の各文参照 。

14．旺 文社編 『英 和 中辞典』 1976．
15．筆者が資料の 大部分を負 っ て い る Letters　to　the　E αpp〃 Hooker は 1973年 8月
に Waner 　Paperback 　Library 社 か ら出た ， ポ ル ノ 作家 Xaviera　Hollander に 対
す る一種 の fan　let七ers 集で あ る 。 そ の 書 き手達 は ， 高校生か ら弁護士 ・ 大学 教授 に ま

で 及ん で お り， 性 ・年令 ・出身地域 ・教養程度か ら言 っ て ， 正 に ア メ リカ社会 の 一
つ の

縮図を構成 して い ると言え る 。 そ れだ けに ア メ リカ人 の write に 関す る用法をか な りよ

く反 映 して い る と思 われ る 。

16．こ の 傾向に対 して 少 くと も二 つ の 理 Filが考え られ る。 一
つ は短 い 動詞句 が and に

よ っ て 結ばれ る と ， 同 じ 目的語の 繰 り返え しを避 けた い と い う文体上 の 欲求で あ る。 も

う
一

つ は 目的語 を残 して お くと ， 場合に よ っ て は ， 構造上の あい まい 性 を引 き起 こ し，

誤解が生 じるか も知れ ない とい う不 安で ある 。 例え ば ，

　　 a ）　 John 　raped 　the　girl　 and 　murdered 　 her．
に は 少 くと も二 つ の 解釈 が可 能で あ る 。

一
つ は ，

　　b） John ，

s　raping 　the　girl　and 　his　murder 豆ng 　her　took　place 　at 　different
　　　 　 七imes．
で あ り， もう

一
つ は ，

　　c ）　John ，
s　raping 　the　girl　and 　his　murdering 　her　to〔》k　place　almost

　　　　 simultaneously ．

これ に対 して ，

　　d）　John　raped 　and   rdered 　the　girl．

は普 通 c）の 意味に解釈 され るか らで あ る 。

17． a）　 John 　writes ．

は 何の 文脈 もな い 場合 （例えば ， あ る passage の 冒頭に 使わ れた よ うな場合 ）は ，
　 He

is　a 　writer ．の 意 味に 解釈 され る 。 手紙 を書 くこ とを伝え る ため には ， 文脈上の 手がか

りが な い 場合，少 くと も方 向 ・日標 （goal ）を表わす句 がなげれ ば な らな い 。

　　John 　whtes 　home 　very 　often ．

18．20e）は ， また ，

　　a ）　He 　wrote 　to　tell　her　 that　 he　 was 　 going 七〇 visi七 her　 in　 Paris　 i11
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　 　 　 　 　 　 summer ●

と paraphrase の 関係に あ り，
つ ぎの 文

　　　b）　The 　racoon 　washed 七he　acon 　 and 　 ate 　i七．

を 同様に paraphrase の 関係 に あ る不定詞構造で 言い 換え る ときは ，
つ ぎの よ うに

　　　c）　The 　racoon 　washed 　the　 acon 　to　eat 　it・

　　　d）＊ The　racoon 　washed 　to　eat 　the　acon ，

目的語 が必須に な る ことを考え ると，
23b）が 20e）の 基 底構造 で あるとい う主 張は そ れ

ほ ど強い 根拠 に支え られて い るとは言えな い か も知 れない 。 しか し ， こ の 事実は 20e）が

22） と同じ派 生構造 を持 っ て い るとい うこ とを示 す だけで あ っ て ，
20e）の よ うな構造を

取 るときは write 　to　a　person 型 が よ り好ま れ る とい うこ と に は な らな い 。
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